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※特に表示がないものについては「銀行単体」の計数を掲載しています。 



第１四半期決算概要 

(億円）
13年度
第１Q

14年度
第１Q

15年度
第１Q

16年度
第１Q

前年
同期比

年度
予算

進捗率

195 197 229 211 △ 18 810 +26.0%

213 197 236 216 △ 20 810 +26.6%

127 123 119 118 △ 1 485 +24.3%

86 74 116 97 △ 19 325 +29.8%

67 74 109 92 △ 17 325 +28.3%

3 △ 0 △ 12 △ 1 +10 25 △4.0%

29 △ 0 △ 6 9 +15 - -

110 73 121 109 △ 12 305 +35.7%

4 32 26 23 △ 2 85 +27.0%

0 △ 0 △ 0 10 +10 10 +100.0%

106 40 94 75 △ 19 210 +35.7%

業務粗利益

コア業務粗利益

経費

与信関係費用

株式等損益

四半期（当期）純利益

実質業務純益

経常利益

コア業務純益

法人税、住民税及び事業税

法人税等調整額

《足利銀行単体損益》 

《足利ホールディングス連結損益》 

(億円）
13年度
第１Q

14年度
第１Q

15年度
第１Q

16年度
第１Q

前年
同期比

上期業績
予想

進捗率

276 237 287 276 △ 10 485 +56.9%

220 205 241 220 △ 20

149 145 141 139 △ 2

6 4 △ 9 △ 7 +1

23 △ 0 △ 6 9 +15

88 56 102 99 △ 2 130 +76.1%

5 33 14 17 +3

1 1 11 17 +6

81 21 77 64 △ 12 80 +80.0%

経常収益

経常利益

連結粗利益

営業経費

与信関係費用

株式等損益

四半期（当期）純利益

法人税、住民税及び事業税

法人税等調整額
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貸出要因 

△5.3 

トップライン 

 コア業務粗利益は、前年同期比△18億円の211億円。 
 うち資金利益は、貸出金と有価証券利回り低下により、前年同期比△17億円の178億円。 

《コア業務粗利益 【BK単体】》 

160 164 

196 
178 

32 32 

32 

31 

195 197 

229 

211 

13-１Q 14-１Q 15-１Q 16-１Q 

資金利益 役務取引等利益 その他業務利益 

（億円） 

△17 

《資金利益増減要因（前年同期比）》 

196.1 
億円 

 
 
 
 

178.6 
億円 

 
 
 
 
 
 

 
預金等 
平残 
要因 

△0.0 △7.9 

 
 
 
 

貸出 
利回り 
要因  

有証 
平残 
要因 

15-１Ｑ 16-１Ｑ 

△17.4 

（億円） 

 
 

貸出 
平残 
要因 

＋2.5 

 
預金等 
利回り 
要因 

＋2.7 

有証 
利回り 
要因 

預金等要因 

＋2.7 

有価証券要因 

△12.6 

△1 

△19.2 +6.5 

 
 
 
 
 

その他 

△2.1 

3 

△18 

うち投信解約益 
の減少16億円
（37→21億円） 



預貸金平残・利回り 

《貸出金平残・預金等平残の推移》 

52,807 54,036 54,567 53,505 
54,950 

40,455 41,730 42,090 41,401 42,242 

15/3期 16/3期 17/3期 15-１Q 16-１Q 

預金等平残 貸出金平残 

1.35% 
1.28% 

1.21% 
1.30% 

1.22% 

0.04% 0.04% 0.03% 0.04% 0.02% 

1.31% 
1.24% 

1.18% 
1.26% 

1.20% 

15/3期 16/3期 17/3期 15-１Q 16-１Q 

貸出金利回① 預金等利回② 

預貸金利回差①-② 

（△0.01％） 

《預貸金利回りの推移》 

 貸出金、預金等とも、それぞれ順調に増加。 
 貸出金利回りはマイナス金利政策の影響で低下が続く。 

（億円） 

計画 計画 

(△0.08%) 

(△0.06%) 

(△0.02%) 

(△0.07%) 

(△0.06%) 

(+841) 

(+1,445) 
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貸出金（末残） 

 貸出金末残は、住宅ローン、中小企業向け貸出を中心に増加し、前年同期末比＋662億円の4兆2,062億円（年
率＋1.5％）。 

《貸出金残高の推移（末残）》 （億円） 

14,251 15,469 15,703 16,475 16,660 

14,906 
15,664 15,462 

16,408 16,097 

4,903 
5,199 4,869 

5,048 4,551 
6,013 

5,562 5,366 
4,813 4,754 

40,073 
41,894 41,400 

42,744 42,062 

14/3末 15/3末 15/6末 16/3末 16/6末 

住宅ローン 中小企業 国・地公体向け その他 

《貸出金残高の増減内訳（前年同期末比）》 （億円） 

住宅 
ローン 

＋956 
その他 

中小 
企業 

＋635 

国・地公
体向け 

△318 

＋662 
(年率＋1.5％) 

△612 

5 

＋662 



預金等（末残） 

 預金等末残は、個人・法人預金が伸長し、前年同期末比＋1,103億円の5兆5,499億円（年率＋2.0％）。 

《預金等残高の推移（末残）》 （億円） 

34,492 35,485 36,032 35,957 36,499 

11,123 
11,503 11,908 12,341 12,542 

3,963 
3,864 3,140 3,945 3,000 2,260 
2,523 3,315 2,248 3,456 51,839 
53,377 

54,396 54,494 
55,499 

14/3末 15/3末 15/6末 16/3末 16/6末 

個人 法人 公金＋金融 譲渡性預金 

《預金等残高の増減内訳（前年同期末比）》 （億円） 

公金 
＋金融 

法人 

＋141 △139 +634 

個人 

＋467 

＋1,103 
(年率＋2.0％) 

譲渡性 
預金 

6 

＋1,103 



個人預り資産／個人金融資産 

 個人預り資産は、基準価額の下落等により投資信託は減少したが、保険残高が増加。 
 個人預金と個人預り資産を合わせた個人金融資産残高は、前年同期末比＋298億円の4兆3,319億円。 

《個人預り資産残高の推移(末残）》 （億円） 

2,820 
3,260 3,326 3,164 3,035 

2,728 

2,858 2,873 3,116 3,182 

1,434 
922 788 623 602 

6,983 7,040 6,988 6,903 6,820 

14/3末 15/3末 15/6末 16/3末 16/6末 

投資信託 保険 債券(約定ﾍﾞｰｽ) 

《個人金融資産残高の推移》 （億円） 

34,357 
35,381 35,928 35,848 36,355 

135 
103 103 109 

144 
6,983 

7,040 6,988 6,903 
6,820 

41,476 
42,526 43,020 42,861 43,319 

14/3末 15/3末 15/6末 16/3末 16/6末 

個人円預金 個人外貨預金 

個人預り資産 △168 

△185 

＋308 

△168 

＋40 

＋426 

△291 

7 
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833 842 586 578 
305 844 1,144 1,285 
517 

1,360 
2,498 

3,086 

157 

976 
1,675 

3,193 

4,387 5,114 

13/3末 14/3末 15/3末 16/3末 16/6末 

4,396 4,394 
3,519 3,515 2,960 

3,116 2,570 

2,419 2,519 
2,427 

2,868 
2,695 

2,386 2,058 
2,062 

800 
718 

850 776 
734 

976 
1,675 

3,193 4,387 5,114 

12,158 12,054 12,368 
13,257 13,299 

3.8年 
4.4年 

4.8年 4.9年 5.1年 

13/3末 14/3末 15/3末 16/3末 16/6末 

円貨債券ﾃﾞｭﾚｰｼｮﾝ 

有価証券 

 有価証券は投資信託と外国債券の増加により前期末比＋42億円の1兆3,299億円。 
 評価益は債券・株式とも減少し、ＢＫ単体、ＨＤ連結も前期末比で減少。 

《有価証券残高（末残）》 （億円） 

《その他有価証券の評価損益 (BK単体・ＨＤ連結）》 （億円） 

※その他有価証券＝満期保有目的以外の有価証券 
※円貨債券＝国内債券＋円建外国債券 8 

313 294 

638 682 
619 

349 324 

675 716 
652 

13/3末 14/3末 15/3末 16/3末 16/6末 

ＢＫ単体 

ＨＤ連結 

その他 

国債 

地方債 

社債 

株式 

《外国債券等残高の推移（末残）》 （億円） 

外国債券
（邦貨) 

外国債券
(外貨) 

投資信託 

その他 

+42 



74  

26 

△ 2 

25 

△ 1 

78  

59 

32 

△ 7 

0.19% 

0.06% 

0.00% 
0.05% 

14/3期 15/3期 16/3期 17/3期 16-１Q 

BK単体 HD連結 BK与信関係費用比率 

不良債権／与信関係費用 

317 347 
190 203 186 

813 715 

725 661 650 

95 
81 

68 
49 

68 

1,225 
1,144 

984 
914 905 

3.20% 

2.81% 

2.31% 

2.10% 2.11% 

13/3末 14/3末 15/3末 16/3末 16/6末 

要管理債権 危険債権 

破綻更生債権等 不良債権比率 

 不良債権（金融再生法開示債権）残高は、前期末比△9億円の905億円。不良債権比率は前期末と同水準の
2.11％。 

 与信関係費用は、貸倒引当金の戻入により、ＢＫ単体が△1億円、HD連結が△7億円。 

《金融再生法開示債権の推移》 （億円） 《与信関係費用【HD連結・BK単体】》 （億円） 

※与信関係費用比率＝与信関係費用／貸出金平残 

計画 

9 

△9 

17/3期のＨＤ連結与信関係費用の見通しは、10月1日に常陽銀行との経営統
合を予定しているため算出していない。 



2,529 
2,347 

2,487 
2,620 2,707 

1,572 1,468 1,664 
1,911 1,998 

9.70% 
8.49% 8.54% 8.61% 8.86% 

6.03% 
5.25% 5.69% 6.26% 6.52% 

13/3末 14/3末 15/3末 16/3末 16/6末 

自己資本比率 
Tier1比率／経過措置なし 
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自己資本比率 

 自己資本比率は、HD連結ベースが前期末比＋0.25％の8.86％、BK単体ベースが同比＋0.23％の8.90％。 

【HD連結】 （億円） 

バーゼルⅢ（国内基準） 

2,199 
2,429 2,513 

2,660 2,742 

2,035 
2,379 2,434 2,596 2,676 

8.36% 8.68% 8.58% 8.67% 8.90% 

7.73% 
8.40% 8.26% 8.44% 8.67% 

13/3末 14/3末 15/3末 16/3末 16/6末 

自己資本比率 

Tier1比率／経過措置なし 

【BK単体】 （億円） 

経過措
置なし Tier１ 

(＋0.25%) 

経過措
置なし 

自己
資本 

＋87 

＋81 

(＋0.23%) 

バーゼルⅢ（国内基準） 

Tier１ 

自己
資本 



事前に株式会社足利ホールディングスの許可を書面で得ることなく、本資料を転写・複製
し、又は第三者に配布することを禁止いたします。本資料は情報の提供のみを目的として作
成されたものであり、特定の証券の売買を勧誘するものではありません。本資料に記載され
た事項の全部又は一部は予告なく修正又は変更されることがあります。本資料には将来の業
績に関する記述が含まれておりますが、これらの記述は将来の業績を保証するものではな
く、経営環境の変化等により、実際の数値と異なる可能性があります。 


